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られており（深谷ら 小林・加藤 越水ら
吉野 武田 ），育苗前に種籾の消毒が
厳重に行われている．しかし，移植後水田脇に放置され
る補植用苗に高い確率で発病する（武田 原澤
）など，持ち込みだけでは説明しにくい現象も多々
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（ ）
野外におけるイネいもち病の第一次伝染源に関する研究
ビニール袋に被覆され積雪下で越冬した籾殻における
イネいもち病菌の生存と第一次伝染源としての役割
生 井 恒 雄・堤 佳 奈 子
山形大学農学部生物生産学科生産生態制御学講座
（平成 年 月 日受理）
（ ）
キーワード イネいもち病，第一次伝染源，放置籾殻
緒 言
イネいもち病はイネいもち病菌 に
より引き起こされるわが国の稲作における最重要病害の
一つである．本病が種子伝染性病害であることは広く知
ある．さらに，東北地方では 月上旬に広範囲の水田で
一斉に発生するいわゆる全般発生が見られる（小林
）など，空気伝染を強く示唆する発生型もある．以
上のように，本病の発生生態が 未だ十分には明らかに
されないことから，本病の防除は出穂期前後の化学薬剤
散布に大きく依存しているのが現状である．
近年，消費者の 食の安心・安全 志向の高まりによ
り，このような化学薬剤依存型の防除法を改善し，発生
状況に応じたより効果的な環境保全型防除技術の確立が
求められている．そのためには，まず，本田における本
病の初期発生の原因となる伝染源の実態を明らかにする
必要がある．
これまで，本病では野外に放置された前年の罹病残渣
に形成される分生胞子も本田の伝染源の可能性が指摘さ
れてきた．しかし，野外に放置された罹病残渣上では本
菌は翌春まで生存できないことが報告され（高崎 ），
特に山形県のような冬季多雪地域ではなおさら難しい
（三浦ら ）．しかし，庄内地方南部地域には，ビニー
ル袋に詰められ野積みにされた籾殻が水田脇に放置され
ている事例が多く見られ，その籾殻は翌春，果樹の根元
に散布される事例も頻繁に見受けられる．このようにビ
ニール袋に被覆された籾殻は乾燥状態で保持される可能
性が高く，これが春先に散布されると本田における本病
の発生源になることも考えられる．そこで本研究では，
このことを確認する目的で，多くの地点からビニール袋
で被覆され屋外で越冬した籾殻を採集し，籾殻上の本病
菌の保菌率，保菌籾殻からのいもち病菌の分離，分離菌
株の遺伝子系統を調査した．さらに，籾殻が放置された
地点の周辺水田におけるいもち病発病状況を調査し，発
病葉の病斑からいもち病菌を分離して籾殻からの分離菌
との遺伝子型の異同の確認を行った．
材料および方法
試料籾殻の採集と採集地
年 月に鶴岡市古郡，添川（旧藤島町），羽黒町松
尾，板井川，上野山，笹山（旧櫛引町），上本郷（旧朝日村），
我老林，湯田川，西目斉藤，坂ノ下，大広，以上 ヶ所
の水田脇のビニール被覆籾殻に加え，高坂の農学部附属
やまがたフィールド科学センター内の屋根つきの籾殻置
き場に山積にされたビニールに被覆されていない籾殻を
採集した．
年 月には鶴岡市古郡，添川（旧藤島町），羽黒町
松尾，羽黒町黒瀬，上野山，板井川，笹山（旧櫛引町），
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図 ．水田周辺に放置され，越冬したビニール袋入り籾殻
（ 撮影）
民田，行沢，小針（旧朝日村）の ヶ所の水田脇のビニー
ル被覆籾殻と，本学部付属やまがたフィールド科学セン
ター内籾殻置き場の籾殻を採集した．籾殻はいずれも約
採集し，小型のビニール袋に密封して，使用まで
冷室に保管した．
保菌籾の調査
各地点から採集した籾殻サンプルは，それぞれ
個をランダムに選び素寒天培地上に並べ， 明条件下
の恒温器内で 時間静置後，光学顕微鏡で籾殻上に形成
された分生胞子を観察した．胞子が形成されている籾殻
が確認できた場合は，その数を数え保菌率を計算した．
保菌籾殻からのいもち病菌の分離と遺伝子型の調査
前実験で籾殻上に形成した分生胞子は，籾殻 個当り
菌株ずつ釣菌法により単胞子分離し， 培地上で
保存した．分離菌は， （ ）に
より提案された フィンガープリント法に
より遺伝子型を解析した．
放置籾殻の周辺水田におけるいもち病の発病調査
年と 年の本田初発時期に，ビニール袋入りの
籾殻が放置されていた地点の周辺水田を探索しいもち病
の発病を確認した．発病が確認されたら罹病葉を採集し，
湿室処理して胞子形成させいもち病菌を単胞子分離し
た．分離菌は前実験と同様に フィンガー
プリント法により遺伝子型を解析した．なお，葉いもち
が発病しなかった地点では，登熟期にも穂いもちの発生
を確認し，発生した場合は採集して同様に調査した．
フィンガープリント法
いもち病菌の培養 栄養菌糸の培養には 液体培地
（ジャガイモ ，ショ糖 脱塩水で に定
量）を使用した．すなわち， 液体培地を 三角
フラスコに とり，低温条件で保存していた供試菌
の菌糸片を移植し で 時間，振とう培養（ スト
ローク 分）した．生育した菌糸片を脱塩水で洗浄後，
キムワイプで濾過し，水分を取り除いた後栄養菌糸体を
得た．回収した菌糸片は試用するまで で保存し
た．
の抽出 いもち病菌からの 抽出は以下の手
順で行った．菌糸体を マイクロテストチューブ
に 入れ，さらに の ・
％ を加えて，ペレットミキサーですりつぶした．
その後，マイクロテストチューブを で 分間静置後，
室温で ， 分間遠心分離した．遠心分離後，
上澄みを別のマイクロテストチューブに移し， の
酢酸カリウム（ ）を加え 分間氷中静置後集
菌し， ， で 分間遠心した．遠心分離後，
上澄みを新しいマイクロテストチューブに移し
イソプロパノールを加えよく混合し， 分間静置後，室
温， で 分間遠心した．その後，上澄みを
取り除き，沈殿した に の ％エタノールを
加え軽く混合後，室温， で 分間遠心した．
さらに遠心分離後，上澄みを取り除き， 沈殿を乾
燥させた．
・タンパク質の除去 乾燥 を の滅菌
水で懸濁し， の を 加え，
ウォーターバスで 分間静置し を分解した．その
後， の平衡化中性フェノールを加えて混合し，
，室温で 分間遠心分離し，上澄みを別のマ
イクロテストチューブに移した． クロロホルムを
加えて混合し， ，室温で 分間遠心分離して
タンパク質を除去した．
の単離 遠心分離後，上澄みを別のマイクロテ
ストチューブに移し， 酢酸ナトリウム（ ）を
と ％エタノールを 加えた後， 分間室
温で静置し， ， で 分間遠心して沈殿
を得た．その後，上澄みを取り除き，沈殿
に の ％エタノールを加え，軽く反転して混合後，
室温， で 分間遠心した．遠心後，上澄み
を取り除き沈殿 を乾燥させた．単離した は
で保存した．
イネいもち病菌の染色体内反復配列である
の （ ）と，
（ ）（タカラ社
製）の 種類の配列をプライマーとして，以下の手順で
行った．まず，乾燥 に蒸留水を 加えて懸
濁し軽く遠心分離した． チューブにマスターミッ
クス（ サンプル 蒸留水 ，
， ， ，
， ）を ずつ入れ，そこに
を懸濁したサンプル を加えた後サーマルサイク
ラーで増幅反応を行った．反応条件は以下に示すとおり
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｛ ｝
｛ ｝
である．
最初の サイクル
熱変性（ ）
アニーリング（ ）
伸長反応（ ）
サイクル
熱変性（ ）
アニーリング（ ）
伸長反応（ ）
最後の伸長反応（ ）．
なお，増幅反応を行ったサンプルは使用するまで
で保存した．
電気泳動 アガロースゲルを用いて電気泳動
（ コスモ・バイオ株式会社）を行った．
泳動図の撮影 泳動後のゲルをエチジウムブロマイド溶
液に浸し， 分間振盪して染色した．その後，トランス
イルミネ一夕ー上にゲルを静置し，紫外線を照射して泳
動図を映し出し，ポラロイドカメラで撮影した．
実 験 結 果
．ビニール袋に被覆され積雪下で越冬した籾殻上のい
もち病菌保菌状況
年 月に庄内地方南部地域に放置されたビニール
袋から採集した籾殻の保菌状況とその保菌率を表 に
示した． ヶ所の地点から採集した籾殻のうち ヶ所の
籾殻にいもち病菌の保菌が確認された．保菌率は ％
から と比較的低く，最も高いもので上本郷（旧朝日
村）からの籾殻の ，次いで笹山（旧櫛引町）の ％
であった．一方，湯田川，西目斉藤，大広など鶴岡市の
西部地域から採集した籾殻からは保菌籾殻は検出されな
かった．
年 月に採集した籾殻の結果を表 に示した．
採集した ヶ所のうち ヶ所からの籾殻が保菌してお
り，また，保菌率は から ％までの範囲と極めて高
い結果となった．最も高かったのは小針（旧朝日村）から
の籾殻で ％，次いで笹山（旧櫛引町）の試料の ％
で， 年も東田川郡南部地区から採集した籾殻の保菌
率が高い結果となった．一方，添川，古郡（旧藤島町）な
どの東田川郡北部地区の袋からの籾殻の保菌率は低かっ
た．他方，羽黒町松尾（旧羽黒町）の試料からは保菌籾殻
が検出されなかった．
両年の保菌状況を比較したところ， 年が 年よ
り保菌状況および保菌率ともに明らかに高かった．この
うち，板井川，笹山（旧櫛引町）からの籾殻は 年間を通
じて保菌率が高かったが，古郡，添川（旧藤島町），本学
部附属やまがたフィールド科学センターの保存籾の保菌
率は両年で大きな差は見られなかった．
．越冬籾殻放置地点周辺水田におけるいもち病の発病
年の調査結果を表 に示した．保菌籾殻が検出
されたビニール袋が放置された地点周辺のほとんどの水
田でいもち病の発病が確認されたが，検出されなかった
地点の周辺水田では本病の発生は確認できなかった．ま
た， 年の結果を表 に示したが，この年はすべて
の採集場所の周辺水田でいもち病の発病がみられたが，
保菌率が高い籾殻が採集された地点の周辺水田では発病
程度が高い傾向が見られた．
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表 ， 年 月に採集した放置籾殻のいもち
病菌保菌率
越冬籾殻採集場所
年 年
保菌率（％）保菌率（％）
鶴岡市古郡（旧藤島町）
鶴岡市添川（旧藤島町）
鶴岡市羽黒町松尾（旧羽黒町）
鶴岡市羽黒町黒瀬（旧羽黒町）
鶴岡市板井川（旧櫛引町）
鶴岡市上野新田（旧櫛引町）
鶴岡市笹山（旧櫛引町）
鶴岡市上本郷（旧朝日村）
鶴岡市小針（旧朝日村）
鶴岡市行沢（旧朝日村）
鶴岡市我老林
鶴岡市民田
鶴岡市高坂（農学部附属農場）
鶴岡市湯田川
鶴岡市西目斉藤
鶴岡市坂ノ下
鶴岡市大広
調査なし
．籾殻からの分離菌の遺伝子型の解析
年度 板井川からの保菌籾殻については， 個それ
ぞれから胞子 個づつ分離し，それらの遺伝子型を調べ
た．この地点の籾殻からは 種の遺伝子型が分離された．
しかし， 籾中 籾からの分離菌株が同一遺伝子型で，
同一籾には同一遺伝子型しか検出できなかった（図
）．我老林から得た 個の保菌籾殻からもそれぞれ
個ずつ単胞子分離し，遺伝子解析した．本地点の籾殻か
らは 種の遺伝子型が検出されたが， 籾中 籾からの
分離菌株は同一遺伝子型であった（図 ）．その他の
地点からの結果については特に図に示さず記述のみとし
た．上本郷の保菌籾殻 個からはそれぞれ胞子 個を分
離し，分離株の遺伝子型を解析した．この籾殻には 種
の遺伝子型が確認されたが，同一籾からの菌株はいずれ
も同一遺伝子型であった．附属高坂農場の籾殻置き場か
ら検出した保菌籾殻 個から単胞子分離した菌株からは
種類の遺伝子型が確認されたが， 籾殻中 個が同一
の遺伝子型であった．笹山から採集した保菌籾殻 個か
ら単胞子分離した分離株の遺伝子型は 種の遺伝子型に
分けられたが，全遺伝子型が均等に混在し，優占するよ
うな遺伝子型は見られなかった．上野山の 個の籾殻か
らの分離菌は単胞子分離を行った結果， 種の遺伝子型
が分離された．ここでも全遺伝子型が均等に混在してお
り，優占する遺伝子型は見られなかった．古郡からの
個の保菌籾殻から単胞子分離を行い，分離株の遺伝子型
を解析した結果， 種類の遺伝子型が分離され，遺伝子
型が均等に混在した．
年 小針から採集した保菌籾殻 個から単胞子分離
を行い，遺伝子型を検討した．本地点からの分離菌には
種の遺伝子型が分布したが，全遺伝子型が均等に混在
し，優占する遺伝子型はとくになかった（図 ）．農
学部附属高坂農場の保菌籾殻 個からは 種類の遺伝子
型が確認され，ここでも全遺伝子型が均等に混在した（図
）．板井川からの保菌籾殻 個からの単胞子分離菌
の遺伝子型は 種の遺伝子型が確認されたが， 個の分
離菌株は同一で，優占する遺伝子型の菌株が存在した．
民田からの 個の保菌籾殻からの単胞子分離菌について
は 種の遺伝子型が分離された．行沢からの保菌籾殻
個からの単胞子分離菌の遺伝子型は 種類あり，全遺伝
子型が平均的に混在した．笹山から採集した 個の保菌
籾殻からの単胞子分離菌の遺伝子型には 種の遺伝子型
が確認された．上野山の 個の保菌籾殻からの単胞子分
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表 越冬籾殻採集地点と隣接水田におけるいもち病
発病との関係（ 年）
籾殻放置地点
保菌籾殻
の 有 無
隣接水田
での発病
鶴岡市古郡（旧藤島町）
鶴岡市添川（旧藤島町）
鶴岡市羽黒町松尾（旧羽黒町）
鶴岡市板井川（旧櫛引町）
鶴岡市上野山（旧櫛引町）
鶴岡市笹山（旧櫛引町）
鶴岡市上本郷（旧朝日村）
鶴岡市我老林
鶴岡市高坂（農学部附属農場）
鶴岡市湯田川
鶴岡市西目斉藤
鶴岡市坂ノ下
鶴岡市大広
保菌籾の有無 保菌籾数 個以下， 保菌籾数
個 個， 保菌籾数 個 個， 保菌
籾なし，圃場での発病 発病あり， 発病なし
表 越冬籾殻採集場所と隣接水田におけるいもち病
発病との関係（ 年）
保菌籾の有無 保菌籾数 個以下， 保菌籾数
個 個， 保菌籾数 個 個， 保菌
籾なし，圃場での発病 発病あり， 発病なし
籾殻放置地点
保菌籾殻
の 有 無
隣接水田
での発病
鶴岡市古郡（旧藤島町）
鶴岡市添川（旧藤島町）
鶴岡市羽黒町松尾（旧羽黒町）
鶴岡市羽黒町黒瀬（旧羽黒町）
鶴岡市板井川（旧櫛引町）
鶴岡市上野山（旧櫛引町）
鶴岡市笹山（旧櫛引町）
鶴岡市小針（旧朝日村）
鶴岡市行沢（旧朝日村）
鶴岡市民田
鶴岡市高坂（農学部附属農場）
離菌の遺伝子型には 種が確認され，全遺伝子型が均等
に混在した．羽黒町黒瀬からは 種類の遺伝子型が分離
され，全遺伝子型が均等に混在した．古郡からの 個の
保菌籾殻からは 種の遺伝子型が分離された．東堀越か
らの籾殻から分離されたいもち病菌には 種の遺伝子型
が確認された．以上 ヶ所の地点に放置された籾殻から
分離されたいもち病菌の遺伝子型には特に目立つ型は見
られず全遺伝子型が均等に混在した．
．籾殻からの分離菌と，採集地点周辺水田のイネから
の分離菌の遺伝子型
年の調査 板井川の放置籾殻中の保菌籾殻から分離
したいもち病菌の遺伝子型 種類のうち 種類が，周辺
水田の葉いもちから分離された菌株の遺伝子型の一部と
一致した（図 ， ）．上本郷の籾殻からの分離菌は
種類の遺伝子型が存在したが，そのうち つの遺伝子
型が籾殻からの分離菌と一致した（図 ， ）．一方，
我老林の保菌籾殻から分離したいもち病菌には 種の遺
伝子型が認められたが，そのうち 種類が水田の穂いも
ちの 病斑のうち 病斑からの分離株と一致した．さら
に，高坂の本学部附属農場の保菌籾殻から分離した菌株
には 種の遺伝子型が確認され，そのうち 種類が本田
の葉いもちの病斑から分離されたものと一致した．
年の調査 小針から採集した籾殻からの分離菌には
種の遺伝子型が確認されたが，そのうちの 種類の遺
伝子型の菌株が周辺水田の葉いもちの病斑からも確認さ
れた（図 ， ）．また，笹山からの保菌籾殻には
種類の遺伝子型が確認されたが，周辺水田の葉いもちか
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図 ．庄内地方の水田脇に放置されビニール袋に被覆され越冬した籾殻に生存したいもち病菌の 遺伝子型の例
（一籾殻から 胞子を分離して調査）
板井川， 我老林（ 年）， 小針， 高坂（ 年）， 遺伝子分子マーカー
らの分離株のすべてがそのうちの 種の遺伝子型であっ
た．高坂農場の籾殻置き場の保菌籾殻から分離されたい
もち病菌には 種の遺伝子型が見られたが，本田の葉い
もち病斑から分離されたいもち病菌の大部分がそのうち
の 種であった（図 ， ）．また，上野山からの採
集籾殻からの菌株には 種類の遺伝子型が分布したが，
そのうちの 種類が周辺水田の葉いもちの病斑から得ら
れた．古郡の保菌籾殻からの分離菌は 種の遺伝子型が
存在したが，そのうちの 種類が周辺水田の葉いもちか
ら分離された．さらに，添川の保菌籾殻からの分離菌に
は 種類の遺伝子型が認められたが，周辺水田からの葉
いもちからの分離株にそのうちの 種類の遺伝子型が存
在した．
以上のように 年， 年度の両年ともビニール袋
に詰められて放置された籾殻から分離されたいもち病菌
と，放置地点周辺の水田の葉いもちや穂いもちの病斑か
ら分離したいもち病菌の遺伝子型が一致する場合が極め
て高い確率で見られた．
考 察
イネいもち病は，言うまでもなくわが国の稲作におけ
る最重要病害であり，本病の防除は，現在も主に化学薬
剤の散布により行われている．これらは本病菌の伝染経
路が十分に明らかになっていないための措置であるが，
必ずしも期待通りの効果が得られない場合もあり，同時
に過剰防除という環境への配慮を欠いた方法とも言え
る．近年，環境保全型農業の推進により，発生状況に応
じたより効果的な防除技術の確立が求められている．そ
のためには，本田における本病の初期発生の原因となる
伝染源を明らかにし，事前に可能な限り処置することが
最も重要である．
放置籾殻のいもち病伝染源としての役割 ─生井・堤
図 ．籾殻からのいもち病菌と籾殻袋周辺本田の罹病イネからのいもち病菌の 遺伝子型の例（ 年）
板井川の籾殻の分離菌， 板井川の放置籾袋周辺水田の葉いもち病斑のいもち病菌， 上本郷の籾殻分離菌，
上本郷の放置籾袋周辺水田の葉いもちからの分離菌 印 同一遺伝子型を示す
本菌の伝染源には，育苗中に発生した罹病苗の持ち込
みのほか前年度罹病残渣（大畑 梁瀬・竹田 ），
イネ以外のイネ科雑草（八重樫 ）などが指摘されて
いるが，本研究では，庄内地方南部地域の水田脇にビニー
ル被覆された状態で無造作に放置され，越冬している籾
殻の本病伝染源としての役割を明らかにすることを目的
に行った．
旧朝日村から旧藤島町に続くスーパー農道沿いに観察
すると，ほぼ ごとにこのような籾殻が放置され，
この籾殻は翌春果樹の根元に散布される事例も見受けら
れた．ここにいもち病菌が越冬しているとすると本田に
おける本病の発生源になる可能性が高いと思われた．
， 年 年間の春先に庄内南部地方 地点以上
の水田脇にビニール袋に詰められて野外で野積み状態で
冬を越した籾殻を採集し，その籾殻の保菌状況を調査し
た．その結果，ほとんどの場所からの籾殻にいもち病菌
が越冬し，生存していることが確認された．これは，ビ
ニール袋に詰めた状態では降雪下で放置されても低温・
乾燥状態を保つため十分生き残ることを示している．し
かし，調査地域によってはビニール袋の破損により内部
へ水が浸入しているものも見られたことから，保菌率の
差は籾殻の乾燥状態が関係しているものと推測される．
また， 年と 年の籾殻の保菌率は大きく異なった
が，これは，前年度の本病の発病程度と大きく関係し，
年に穂いもちが激発したことが 年度に採集した
罹病籾殻の保菌率が高かったことに大きく影響している
と推察される．
籾殻の採集場所の周辺水田における葉いもちの発生と
の関連を調べた結果， 年も保菌籾殻が採集された周
辺水田ではいもち病が発生した．また， 年度は葉い
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図 ．籾殻からのいもち病菌と本田の罹病イネからのいもち病菌の 遺伝子型の例（ 年）
小針の籾殻分離菌， 小針の籾袋周辺水田の葉いもち病斑のいもち病菌， 高坂の籾殻分離菌，
高坂の水田の葉いもちからの分離菌 ， 印 同一遺伝子型を示す
もちの発生水田が明らかに多い結果となった．このこと
は，越冬籾殻の保菌率の高さと関係があるものと思われ
る．
近年，遺伝子解析技術が進歩し，いもち病菌について
も染色体に含まれる転移因子の配列をマーカーとして，
個体識別する方法がよく使われている．そこで，本研究
でも越冬籾殻からの分離菌の 遺伝子型を検討した
結果， 地点わずか 粒からの分離菌株にもかかわら
ず， 種類以上の遺伝子型が見られる場合が多いなど生
存する菌系はきわめて多様であり，これは前年度に庄内
南部地方に分布したいもち病菌の遺伝子の多様性（田村
）と類似した．また，採集した複数地点から同じ遺
伝子型の菌株も存在することが確認された（平田 ）．
これは，籾殻のサンプリング地点が約 間隔であり，
本病菌の胞子飛散距離が風速によって異なるが，
で まで飛散するという報告（山中・山口 ）か
ら推測できるように，同じ遺伝子型の菌系胞子が広範囲
に飛散した可能性が考えられる．
また，籾殻が放置されていた周辺水田に発病したイネ
から病原菌を分離して遺伝子型を調査し，籾殻からの分
離株との異同を比較することにより，罹病籾殻からの胞
子が一般水田栽培イネの伝染源となる可能性を調査した
結果，ほとんどの水田で放置籾殻からの分離菌と一致す
ることが確認された．このことから，籾殻に生存し越冬
したいもち病菌が春先に胞子を形成し，本田の第一次伝
染源となることが証明された．また，本田の罹病葉から
の分離菌株の遺伝子型は比較的少なく，地域によって特
徴的な遺伝子型が検出される場合も認められた．現在，
庄内地方では数ヵ所の採種専門圃場産の種子が販売され
ていることから，その種子由来の苗いもちの持ち込が本
田の主な伝染源となるとすれば，かなり広い地域で類似
した遺伝子型の菌が検出されると思われ，この結果のよ
うに地域ごとに特徴的な遺伝子型が確認できるとは考え
にくい．
以上のことから，ビニールで被覆され屋外で越冬した
籾殻には，イネいもち病菌が少なからず生残しており，
その菌が本田での初発の伝染源となることが証明され
た．いずれの場合も本菌が伝染源となる可能性があるの
は，春まで乾燥状態で置かれた場合であるため，ハウス
や貯蔵施設で保管した籾殻を春になってから使用する際
は，育苗場所や水田の近くで用いないよう注意が必要で
ある．以上から，本病の防除法の一つとして，前年度の
籾殻のいもち病の伝染源としての意義を農家に十分周知
させ，いもち病菌が生存できないような籾殻の処理を徹
底するなどの技術指導などを行うことが重要と思われ
る．
摘 要
イネいもち病はイネいもち病菌 に
起因し，わが国の稲作における重要病害の一つである．
本菌の伝染源には罹病イネわら，罹病種籾，イネ科雑草
に発生した罹病残渣や本菌胞子の長距離飛散などが指摘
され，特に，育苗中に発生した苗いもちの本田への持ち
込みや，野外に放置された前年度被害わらや罹病籾殻か
らの胞子飛散が考えられている．庄内地方南部には，ビ
ニール袋に被覆された籾殻が水田脇に放置されているの
が頻繁に認められ，その籾殻は翌春，果樹の根元へ散布
されることもあり，これが本田における本病の発生源に
なる可能性が高いと思われた．そこで本研究では，庄内
地方南部 地点以上からビニール袋に被覆され屋外に放
置された野積み籾殻を採集し，その保菌状況を調査した．
さらに放置地点の周辺水田での，いもち病の発生を調査
した．また，籾殻からの分離菌株の遺伝子型を調査し，
籾殻を採集した水田付近で発生した葉いもち病斑からの
分離菌株との異同を比較した．その結果，ビニール袋に
被覆して放置された籾殻には，本菌が高率で保菌されて
おり，年によっては 近い場合もみられた．分離菌の
遺伝子型解析の結果では，いずれの調査地点においても，
わずか 粒程度の罹病籾殻からの分離菌株にも 種以上
の多様な遺伝子型が見られる場合が多かった．一方，籾
殻放置場所周辺のほとんどの水田でいもち病が発病し
た．そこで籾殻放置地点に隣接した水田の罹病イネの病
斑からの分離菌株の遺伝子型と比較したところ，多くの
水田から籾殻分離菌株の遺伝子型と同じ遺伝子型のいも
ち病菌が検出された．以上から，ビニール袋に被覆され
屋外に放置され野積み越冬した籾殻は，冬季多雪の東北
日本海側の地方でも翌年の本田における重要な伝染源と
なることが確認された．
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